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SBI R3 Japan、Cordaご紹介



SBI R3 Japanのご紹介
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35%
51% 14%

üSBI R3 JapanはSBI、R3、SMFGが出資する合弁会社

• 日本におけるブロックチェーン提供、及び導入支援のほか企画立案を実行

üR3は金融機関のコンソーシアムから出発したスタートアップ企業

• 金融機関を中心に40社以上からの出資を受けている

※2018年5月時点の出資企業
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（参考）R3の歴史 -金融機関のコンソーシアムから始まり、R3社設立-
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2015年9月
ウォールストリートにある

9行の金融機関で金融取引へ

のDLT適用可能性を検討する

コンソーシアムとして始動

2016年11月
Corda オープン
ソースをリリー

ス

2018年7月
Corda Enterprise 
をリリース

2019年1月
Corda Networkを
ローンチ

2020年～
金融、非金融領域で

様々なアプリケーション

が実用化開始

2015年12月
コンソーシアムが

42行に増加



SBI R3 Japanの事業
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ブロックチェーン基盤提供

開発支援

事業企画支援

エンタープライズ
ブロックチェーン

製造・流通 ⾦融 公共
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エンタープライズ・ブロックチェーンをリードするCorda

7※ガートナー社のレポートを引⽤したリリース https://www.r3.com/gartner-2020-blockchain-report/

全体の40%以上

世界三⼤
エンタープライズブ
ロックチェーン

https://www.r3.com/gartner-2020-blockchain-report/
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Corda が世界中で採用されている理由
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本番開発・運用に最適なブロックチェーンプラットフォーム

C 社B 社A 社

取引1 取引1

取引2 取引2

取引3 取引3取引3
他BC
基盤

Corda

秘匿性 処理速度・拡張性

トランザクションの
同時並行実行が可能

個別取引レベルで
データ共有

開発元公式サポート

迅速なパッチ提供
継続的なサポートの保証

データの共有範囲を容易にコントロール可能

仕組み

強み



なぜ民間金融機関や決済事業者が
デジタル通貨に取り組むべきか？



なぜ民間金融機関や決済事業者がデジタル通貨に取り組むべきか？
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将来普及すると予測されるデジタル通貨や、規制下のDefiに関連する“機会”と“脅威”を把握する必要がある
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TODAY ２０２０s後半 (予想) ２０３０頃 (予想)

ステーブルコインの法制度整備
分散型金融(Defi, Web3)と

既存金融の接続
CBDCの発行・流通の担い手は
民間金融機関や決済事業者に

各国で取り組まれているCBDCプロジェクトは
２階層モデルが主流

CBDCとDefiの接続（カザフスタン）

Defiの成長** クロスチェーン技術
の発達***

**記事より引用（ https://cointelegraph.com/news/defi-can-be-100-times-larger-than-today-in-5-years ） ***みずほR&T、Datachain、SBI R3 Japanの調査研究レポートより引用（ https://www.mizuho-rt.co.jp/case/research/technology/pdf/02_01.pdf ）

管理・規制された
ステーブルコインに注目が集まる*

*日経より引用



ステーブルコインの海外事例
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Commerzbank サプライチェーン決済 デジタルユーロ
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段階 POC     Pilot     Production

ソリューション名 Themis

ユースケース サプライチェーン決済

開発会社 Commerzbank（独銀）

ユーザー BASF、EVONIK、サプライヤー

国 ドイツ

背景、課題
• 商流、⾦流が分断された従来型

のプロセス
• Fintech企業と銀⾏間の競争が激

しくなる

特徴、利点

• 顧客企業の預⾦を担保にデジタ
ルユーロを発⾏

• プログラマブルマネーによるサ
プライチェーン決済の⾃動化

• 発注から⽀払いまでの調達の全
プロセスをカバー

• 企業のERPとの統合
• 銀⾏顧客基盤、預⾦の強化

Next Step • ネットワークの拡⼤

Themis
サプライチェーン決済

https://digital.evonik.com/en/monthly-topic/programmable-
money-and-blockchain-157618.html
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Wells Fargo Digital Cash （1/2）
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段階 POC     Pilot     Production

ソリューション名 Wells Fargo Digital Cash

ユースケース ⽀店間決済⽤ステーブルコイン

開発会社 Wells Fargo

ユーザー グローバル企業

国 ⽶国

背景、課題
• 現在の海外送⾦はSWIFTを通じて

⾏われており、最⼤25ドル／TXの
コストが発⽣しているほか、着⾦
までに3-5⽇必要としている。

特徴、利点
• グローバル企業向けの社内決済⽤

ステーブルコイン
• 低コスト・リアルタイム決済

Next Step • ユーザー企業を拡⼤中

社内決済⽤ステーブルコイン

商⽤リリース済

https://www.coindeskjapan.com/21574/
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n 想定されているスキーム ※弊社の推測を含む
1. 始業時にSWIFTを通じて担保を設定し、ステーブルコインを銀⾏本店から各⽀店に移転する。
2. ユーザー企業はグループ間の決済をステーブルコインによって⾏う。
3. 終業時に残⾼を記録した上で⽀店から銀⾏本店にステーブルコインを移転し、SWIFTを通じ

て担保を解除するのと同時に、記録された残⾼に応じて⽶ドルを送⾦する。

担保設
定

担保設
定

本
店

⽀
店

⽀
店

① A
国

B
国

C
国

担保解
除

担保解
除

本
店

⽀
店

⽀
店

③ A
国

B
国

C
国

Wells Fargo Digital Cash (2/2)
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Vodafone 自律的なIoTデバイス同士のP2P取引
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段階 POC     Pilot     Production

ソリューション名 Digital Asset Broker（DAB）

ユースケース IoTデバイス同⼠のP2P取引

開発会社 Vodafone Group

ユーザー
（EVのユースケース）
⾞両、所有者、充電スタンド提供者、
電⼒会社、タクシー会社、運送会社

国 ヨーロッパ

背景、課題
• IoTデバイス急増-2025年500億
• マシン同⼠の信頼の⽋如、システ

ムの断⽚化

特徴、利点

• 接続される全てのIoTデバイスが
信頼できるIDを持って認証され、
⼈間に代わってリアルタイムでの
取引が可能となる

• EVと充電スタンドの間の⾃動決
済がファーストユースケース

• Energy Web Foundationと連携、
再⽣可能エネルギーの来歴証明

• Mastercardと連携（EV充電）

Next Step

• ユースケースの拡⼤(駐⾞場や料⾦所
の決済、スマートシティ、Pay per 
Use Finance、トレーサビリティ等)

• Economy of Things (モノの経済)に
よるWeb3の実現

• 開発者向けプラットフォームの公開

住友商事も出資参画、⽇本へのビジネス展開も検討

SIMカードに信頼できるIDを付与・認証
デバイス同⼠が安全に取引・決済を⾏う

https://www.vdigitalassetbroker.com/
https://www.sumitomocorp.com/ja/jp/news/release/2023/group/16660


CBDCサンドボックスについて



R3のCBDCサンドボックスは、複数の中央銀行からのインプットで構築されて
おり、CBDCの迅速な実証実験に使用されています

2022+2020-20212016-2020

CBDC ワーキンググループ CBDC サンドボックス

POC パイロット, 製品への⾏程

140 Organizations Involved in our recent CBDC Working Group

Public Sector Organizations Private Sector Organizations

Note: some organizations have requested to remain anonymous and do not appear in the image below

R3 Private and Confidential, ot to be shared

• CBDCのユースケースと
機能性を迅速に試すこ
とができます。

• 現在、世界の複数の中
央銀⾏で使⽤されてい
る

以下に関する円卓会議:
• 政策への影響
• 技術設計
• 経済効果

初期プロトタイプ
CBDCと「トークン化された現⾦」に
ついてのカスタムプロジェクト

Jasper
カナダ

Ubin
シンガポール

Inthanon
タイ

Lionrock
⾹港

WFDC
ウェルズファー

ゴ

CHF Utility 
Token

実験

Project ダンバー

G20テックスプリント
(Finalist)

Major GCC Economy

CB
D

C 
プ

ロ
ジ

ェク
ト

ス
テ

ー
ブ

ル
コ

イ
ン

プ
ロ

ジ
ェク

ト
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CBDCワーキング・グループを組織化

公共機関 民間企業団体

最近のCBDCワーキンググループに参加した140団体

18



WGを経て生まれたDC Sandboxにより、すぐにPoC/パイロット可能

Digital Currency Sandbox - SaaS提供可能

世界40カ国以上のメンバーが参加

中央銀行、商業銀行、コアバンキング・パートナー

、POSシステム会社、SI、ISVがトライアルやパイ
ロットに利用



ユースケース DvP
デモ



機能：

デジタルアセットとCBDCのDvP
CBDC

サ
ン
ド

ボ
ッ
ク
ス

+ カ
ス
タ
ム

ホールセール／B2B 通貨の定義 通貨の発行 通貨の流通

ユースケース説明

AS - IS 
決済にかかる時間が長い。決
済に関わる業務が多く高コスト
。

バリュードライバ

• 規制への遵守を支援する
• 流動性市場による迅速な執行
• 決済プロセスの一元的な監視

受入基準

市場牽引力

エコシステムアライメント

複雑さ

ショート/ミディアム/
長期的な目標

Ｆｕｔｕｒｅ

迅速な決済を実現。規制を遵
守した完全な視認性とビルト
イン。

デジタルアセットとのDvP（Delivery vs Payment）
プライマリーおよびセカンダリーマーケット：

Ø 一定の条件（時間的制約のある契約、外部デジタルイベントの発生、ユーザーが取引に署名するなど）
に基づき、自動で支払い/決済を行う。

Ø CBDCはすべてのステークホルダーに透明性と可視性を提供し、エンドユーザーは取引が常に規制に準
拠していることを確信できる。

Ø 国際貨物の配送など大口の取引は、自動で委託料を支払うことができます。



CordaにおけるDvPプロジェクト

Project Helvetia (Phase 3) Project Jura NBK デジタル・テンゲ HQLAx - Fnality

参加者 SDX, SNB, BIS
Citi, GS, HBL, CS, UBS

SDX, SNB, BdF, BIS
Natixis, UBS, CS

NBK, Binance, BNB Chain HQLAx, Fnality, 
Adhara (テックベンダー)

デジタル資産の
タイプ

デジタル債券 トークンCP
(Natixis) 

暗号資産/DeFi デジタル・コラテラル・レシート

デジタル通貨の
タイプ

CHF wCBDC (SNB)
ステーブルコイン

EUR wCBDC (BdF)
CHF wCBDC (SNB)

デジタル・テンゲwCBDC (NBK) トークン化された中央銀行
マネー

プロジェクト パイロット パイロット POC (ディスカッション) パイロット

DvPモデル シングルネットワーク
上のアトミックDvP

異なるサブネットワークと

ノータリーをまたぐアトミッ
クDvP

ディスカッション中 異なるネットワーク/チェーンにま
たがるアトミックDvP

使われたプラッ
トフォーム

Corda (シングルネット
ワーク)

Corda (異なるサブネット
ワーク)

Corda, BNBチェーン Corda, Hyperledger Besu



Project Juraは、国境を越えた決済とトークン化された資産の決済にCBDCを
使用することの実現性を証明しました。

ユースケース詳細

• フランス（Natixis）とスイス（Credit Suisse、UBS）の国境を越えてCordaで決済
される日中wCBDC発行によるトークン化コマーシャルペーパーの決済。

• wCBDCの発行は、それぞれのRTGSシステム（SICとターゲット2）で中央銀行
に資金を直接またはコルレスを通じて送金することによって行われる。FX
レートはOTCとして合意。

• Natixis は、資産のライフサイクルを管理する Digital Asset Registry を使用し
て Corda 上でトークン化されたコマーシャルペーパー（NEU CP）を発行し、後
に UBS と Credit Suisse との間で DvPを介して手を変え、後に PvP を介して 
Natixis に償還された。

• 既存の法律や規制の枠組みの中で、実際の価値ある取引を用いて行われ
た実験です。

Source: Project Jura Report, BIS, 2022

CBDCサンドボックスを利用
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三菱UFJ信託銀行主導 デジタル証券とステーブルコインのDvP Progmat
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段階 POC     Pilot     Production

ソリューション名

ユースケース STOプラットフォーム

開発会社

ユーザー ケネディクス、野村證券、SBI証券

国 ⽇本

背景、課題

• ブロックチェーン技術の普及によ
り、⾦融機関の原簿管理業務が将
来的に不要になる可能性があるた
め、先⾏してインフラを提供する
側に⽴つ⽬的で企画されたプロ
ジェクトである。

特徴、利点

• 原簿管理業務を⾃動化
• 利払い及び償還の⾃動化
• ⾦融商品の⼩⼝化
• 資⾦調達⼿段の多様化
• ⼀般投資家向け公募案件数拡⼤中

Next Step

• 法定通貨を裏付資産とした受益証券発⾏
信託組成による、⽇本円ステーブルコイ
ン「Progmat Coin」発⾏

• NFTの技術を⽤いて、株主優待等の特典
を発⾏する「Progmat UT」

スキームイメージ

2021年3⽉に商⽤化

https://www.tr.mufg.jp/ippan/release/pdf_mutb/210709_1.p
df



デモシナリオ 国債とデジタル円のDvP
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Wholesale Bank One Wholesale Bank Two

Bond

eJPY

CBDC Network (Corda)

Central Bank



CordaのDvPトランザクション イメージ図
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Bank1

①Tx
⽣成・署名

Bank2

②検証・署名

Notary

③検証・⽀払
い済記録

③署名検証

Flow

④台帳書き込み

TRANSACTION

TX_HASH: 
c6167d0dc8e3b0a1 …

eJPY
Bank1

Bond

Sig
Bank1

Sig
Bank2

Sig
Notary

Bank2
eJPY
Bank2

Bond
Bank1

eJPY
CONTRACT

REF

eJPY STATE
PROPERTIES

From: Bank1
To: Bank2
Amount: ?10,000
Due: 01/03/2017PARTICIPANTS

Bank1
Bank2

State



ユースケース
プログラマブルマネー デモ



機能：

銀行間取引における効率的なAML

ホールセール / 
リテール

通貨の定義
プログラマビ
リティ

通貨の発行 通貨の流通

ユースケース説明

AS - IS 
トランザクションのリアルタ
イムチェックができない。外
部からのタグ付けに基づくた
め、失敗しやすい。AMLの専
門家が関わることで多大なコ
ストがかかる

バリュー・ドライバ

• 関係する相手先を明確に把握することができ
る

• 実行の迅速化
• コンプライアンスコストの低減
• 高額な取引やリスクの高い取引について、

AMLフラグを簡単に公開することができる。

受入基準

市場牽引力

エコシステムアライメント

複雑さ

ショート/ミディアム/
長期的な目標

Future
すべての高額・危険な取引は
、非常に低いコストでAML監
視システムにリアルタイムで
適切にフラグが立てられます
。

デジタル通貨は AML スクリーニングのためのプログラマビリティを適用して発行することができます。
属性やロジックコントロールを付けることで、銀行間決済やデジタル通貨を使った決済の際に、ホワイト
リストやマネーロンダリングチェックを実施・実行することができます。

商業銀行 商業銀行

CBDC
サ
ン
ド

ボ
ッ
ク
ス

+ カ
ス
タ
ム



機能：

プログラマブルマネーによるＢａｎｋｉｎｇ ａｓ ａ ｓｅｒｖｉｃｅ

ロ
ー
ド
マ
ッ
プリテール 通貨の定義

プログラマビ
リティ

通貨の発行

ユースケース説明

AS - IS 
顧客は、あらゆる金融取引に
おいて、ペイメントプロセッ
サーや銀行と接触することに
なります。

バリュードライバ

• 金融市場に広く浸透している
• カスタマイズされた金融商品の低コスト化
• 中小企業の経営に必要な流動性・キャッシュ
フローが減少する可能性がある。

受入基準

市場牽引力

エコシステムアライメント

複雑さ

ショート/ミディアム/
長期的な目標

Future
銀行とPSPのオペレータは、
よりシンプルで迅速な方法で
対話することができます。顧
客は、特定の反復的または複
雑なプロセスを自動化するこ
とができます（適切なツール
で

サービスとしての銀行業務 -支払目的（後日決済など）や請求書担保として、デジタル通貨のプログラマ
ビリティを顧客に提供する。
シミュレーションでは、プログラマビリティを誰がどのように解除するのか、また、法定通貨としての
影響も含まれます。

通貨の流通
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Commerzbank サプライチェーン決済 銀行マネーによる自動決済

30

段階 POC     Pilot     Production

ソリューション名 Themis

ユースケース サプライチェーン決済

開発会社 Commerzbank（独銀）

ユーザー BASF、EVONIK、サプライヤー

国 ドイツ

背景、課題
• 商流、⾦流が分断された従来型

のプロセス
• Fintech企業と銀⾏間の競争が激

しくなる

特徴、利点

• 顧客企業の預⾦を担保にデジタ
ルユーロを発⾏

• プログラマブルマネーによるサ
プライチェーン決済の⾃動化

• 発注から⽀払いまでの調達の全
プロセスをカバー

• 企業のERPとの統合
• 銀⾏顧客基盤、預⾦の強化

Next Step • ネットワークの拡⼤

Themis
サプライチェーン決済

https://digital.evonik.com/en/monthly-topic/programmable-
money-and-blockchain-157618.html



機能：

プログラマビリティを備えた給付金流通

ロ
ー
ド
マ
ッ
プリテール 通貨の定義

プログラマビ
リティ

通貨の発行

ユースケース説明

AS - IS 
中央銀行と政府との間のばら
ばらの努力。その場しのぎの
社会的プログラムによる部分
的な効果。給付金詐欺にさら
される。

バリュードライバ

• 特定の社会集団に対する政府の重点的な支援
• "悪しきモノ "の阻害要因
• 特定の金融政策を専門の省庁/慈善団体/財団に
委ねることができる。

受入基準

市場牽引力

エコシステムアライメント

複雑さ

ショート/ミディアム/
長期的な目標

Future
運用コストを下げる。給付金
詐欺が自動的に回避される。

公共支出をリアルタイムで可
視化。対象者の活動に経済的
インセンティブを与える。

専用デジタル通貨-購入を適格な商品およびサービスのみに制限する給付金。

通貨の流通



デジタル通貨の取り組みを
どこから始めるか？



デジタル通貨の取り組みを始めるための準備をご案内
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項目 目的 期間(目安)
CBDCサンドボックス Saasパイロット
＋ユーザーマニュアル提供

CBDCサンドボックスの機能を手触り
感を持って理解する

数ヶ月〜1年

サンプルアプリ提供

＋Cordapp設計ドキュメント、QA
CBDCサンドボックスのCorda実装を理
解する

数ヶ月〜6ヶ月

サンプルアプリ提供

＋カスタマイズ(工数ベース)
特定のシナリオに合わせた機能、プ
ログラマビリティを実装し、試用する

6ヶ月〜1年

サンプルアプリ提供

＋非機能要件の検証(工数ベース)
特定のシナリオに合わせた非機能要
件の検証を行う

6ヶ月〜1年

CBDCの技術課題(プライバシー、性能、
将来の運用コストなど)の洗い出しと
解決策の検討

ブロックチェーン(Corda)を使いCBDC
を発行・流通・管理する場合の技術
的課題の洗い出しと検討を行う

数ヶ月

デジタル通貨ワークショップの開催
プログラマブルなデジタル通貨を用
いた事業開発・経営課題解決の案を
創出・検討する

数ヶ月

Corda技術研修 多くのCBDCプロジェクトで採用される
Cordaの技術的特徴を理解する

１週間〜1ヶ月
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アイディアブレスト
（2h）

デジタル通貨の活⽤
（2h）

デジタル通貨ワークショップのご提案

実施⽅法/期間/料⾦
実施⽅法︓勉強会（オンライン）およびワークショップ（対⾯）
実施時期︓ご要望に応じて調整（2h✖4回を想定）
料⾦ ︓無償
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Why Blockchain?
ユースケース紹介

（2h）
1~2w

ワークショップの内容︓
①講義形式でブロックチェーンやデジタル通貨のビジネス的な価値のご説明、事例とビジネス特性の理解
②ディスカッションやブレインストーミングを通じた課題解決のためのソリューション検討

ビジネスプラン
（2h）1~2w 1~2w



まとめ



まとめ

1. なぜ民間金融機関や決済事業者がデジタル通貨に取り組む
べきか？
👉将来普及すると予測されるデジタル通貨や、規制下のDefi

に関連する“機会”と“脅威”を把握する必要がある

2. 金融だけでなく、非金融のプレイヤーもブロックチェーン×デ
ジタル通貨 or 決済の事業を進めている

3. どこから始めるか？
👉サンドボックスのお試し
👉デジタル通貨ワークショップ
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Vodafone 自律的なIoTデバイス同士のP2P取引

15

段階 POC     Pilot     Production

ソリューション名 Digital Asset Broker（DAB）

ユースケース IoTデバイス同⼠のP2P取引

開発会社 Vodafone Group

ユーザー
（EVのユースケース）
⾞両、所有者、充電スタンド提供者、
電⼒会社、タクシー会社、運送会社

国 ヨーロッパ

背景、課題
• IoTデバイス急増-2025年500億
• マシン同⼠の信頼の⽋如、システ

ムの断⽚化

特徴、利点

• 接続される全てのIoTデバイスが
信頼できるIDを持って認証され、
⼈間に代わってリアルタイムでの
取引が可能となる

• EVと充電スタンドの間の⾃動決
済がファーストユースケース

• Energy Web Foundationと連携、
再⽣可能エネルギーの来歴証明

• Mastercardと連携（EV充電）

Next Step

• ユースケースの拡⼤(駐⾞場や料⾦所
の決済、スマートシティ、Pay per 
Use Finance、トレーサビリティ等)

• Economy of Things (モノの経済)に
よるWeb3の実現

• 開発者向けプラットフォームの公開

住友商事も出資参画、⽇本へのビジネス展開も検討

SIMカードに信頼できるIDを付与・認証
デバイス同⼠が安全に取引・決済を⾏う

なぜ民間金融機関や決済事業者がデジタル通貨に取り組むべきか？

10

将来普及すると予測されるデジタル通貨や、Defiに関連する“機会”と“脅威”を把握する必要がある
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TODAY ２０２０s後半 (予想) ２０３０頃 (予想)

ステーブルコインの法制度整備
分散型金融(Defi, Web3)と
既存金融の接続

CBDCの発行・流通の担い手は
民間金融機関や決済事業者に

各国で取り組まれているCBDCプロジェクトは
２階層モデルが主流

CBDCとDefiの接続（カザフスタン）

Defiの成長** クロスチェーン技術
の発達***

**記事より引用（ https://cointelegraph.com/news/defi-can-be-100-times-larger-than-today-in-5-years ） ***みずほR&T、Datachain、SBI R3 Japanの調査研究レポートより引用（ https://www.mizuho-rt.co.jp/case/research/technology/pdf/02_01.pdf ）

管理・規制された
ステーブルコインに注目が集まる*

*日経より引用
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